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五
瞳
投
地
・
如
太
山
崩
〉

考

i
l奔
穫
の
中
園
的
展
開
|
|

問

題

の

所

在

神
併
な
ど
の
宗
教
的
紹
針
者
に
射
す
る
と
き
、
人
は
自
ら
の
身
燈

を
ひ
れ
伏
し
、
敬
穫
の
行
震
を
な
だ
五
鐙
投
地
は
最
も
一
般
的
な

併
教
の
奔
俳
法
で
あ
り
、
地
域
や
道
俗
を
と
わ
ず
連
綿
と
し
て
行
わ

れ
績
け
て
き
た
。
中
園
・
日
本
で
は
、
最
上
の
敬
種
法

μ
1て
と
同

時
に
機
悔
の
作
法
と
し
て
受
容
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
に
務
化
を
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
漢
詩
併
典
の
中
に
「
泰
〈
太
)
山

崩
れ
る
が
如
く
し
と
形
容
さ
れ
る
五
鐙
投
地
ゃ
、
そ
れ
に
類
似
し
た

大
地
に
ひ
れ
伏
す
躍
奔
法
が
記
述
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し

ハ
五
鐙
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

田

中

文

雄

た
「
自
撲
」
と
い
う
苦
行
法
が
あ
る
。
こ
の
櫨
奔
の
方
法
は
現
在
に

停
わ
っ
て
い
な
い
が
、
か
な
り
激
し
い
行
篤
で
あ
っ
た
。

自
己
段
損
を
伴
う
奔
法
と
い
う
こ
と
で
は
、
塗
炭
粛
な
ど
の
道
教

儀
穫
が
起
想
さ
れ
る
。
道
教
の
「
自
捧
」
と
併
数
の
「
自
撲
」
の
関

係
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
注
目
し
て
論
文
を
著
し
た
の
は
楊
聯
陸
教

授
で
あ
り
、
二
つ
の
行
法
は
思
想
的
に
も
形
式
的
に
も
関
連
し
た
苦
(
3〉

行
法
で
、
自
撲
は
白
樽
の
影
響
を
受
け
て
で
き
あ
、
が
っ
た
と
し
た
。

胡
遁
博
士
は
、
傍
教
の
「
自
撲
」
は
「
自
己
が
旬
伏
」
す
る
こ
と

で
、
泥
面
に
頬
を
打
つ
苦
行
法
で
は
な
く
、
楊
教
授
の
引
く
道
数
の

「
自
縛
」
の
用
例
は
同
義
に
解
調
停
で
き
な
い
と
論
評
を
加
え
た
。

五
五

~ 

」



ハ
五
盤
投
地
・
如
太
山
山
腐
〉
考

れ
に
釣
し
て
楊
教
授
は
、
あ
ら
た
め
て
論
を
展
開
し
な
吉
岡
義
盤

博
士
は
、
新
た
に
六
朝
時
代
誇
出
の
九
種
の
併
数
経
典
と
、
道
教
経

典
の
用
例
を
新
資
料
と
し
て
楊
訟
を
批
剣
し
一
日
こ
れ
ら
の
研
究
に

燭
設
さ
れ
、
成
瀬
隆
純
氏
は
、
唐
代
の
湾
土
数
租
師
た
ち
の
「
白
撲

機
悔
」
受
容
の
解
明
を
試
み
、
従
来
の
海
士
教
研
究
の
方
向
を
大
き

τ
b
d
 

く
穂
換
さ
せ
る
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
。

上
述
の
研
究
に
よ
り
、
道
悌
二
数
の
機
悔
の
た
め
の
奔
麓
法
に
つ

い
て
は
、
か
な
り
解
明
さ
れ
た
。
た
だ
、
論
貼
の
一
つ
で
あ
る
「
如

太
山
山
胸
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
奔
法
が
如
何
な
る
も
の
か
明
確
で

亡
、
。

中
ん
し

つ
ま
り
、
普
通
の
五
韓
投
地
と
異
な
る
奔
法
が
ど
の
様
な
背

景
で
成
立
し
た
の
か

ま
た
何
故
に
泰
山
の
崩
壊
に
た
と
え
る
の

か
、
と
い
う
疑
問
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
「
五
鐙
投
地
、

如
太
山
山
朋
」
に
注
目
し
て
、
奔
曜
の
中
図
的
展
開
の
一
側
面
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

五
睦
投
地
と
自
撲

五
鐙
投
地
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
で
最
上
の
敬
嘘
法
で
あ
り

五
輪

投
地
、

五
輪
著
地
あ
る
い
は
奉
身
投
地
と
も
い
わ
れ
た
。

五
醐
匝
(
雨

五
六

膝
-
雨
肘
・
頭
頂
)
を
地
に
着
け
る
致
敬
の
作
法
で
、
『
大
智
度
論
』

巻
一

O
Oに
「
穫
に
三
種
あ
り
、

一
は
口
躍
、
二
は
膝
を
屈
し
て
頭

地
に
至
ら
ず
、
コ
一
は
頭
地
に
至
る
、
こ
れ
上
躍
と
な
す
O
L
Q大
正
臓
』

巻
二
五
、
七
五
一

a
)
と
あ
る
最
上
の
敬
雄
に
営
た
る
。
ま
た
、
唐
・

玄
突
の
『
大
唐
西
域
記
」
袋
二
に
は
、

致
敬
之
式
、
其
儀
九
等
。
一
端
技
言
慰
問
、
二
術
首
示
敬
、
三
奉

手
高
揖
、
四
合
掌
卒
扶
、
玄
屈
膝
、
六
長
掘
、
七
手
膝
据
地
、

八
五
輪
倶
居
、
九
五
檀
投
地

o
q大
正
蕨
』
巻
五
一
、
八
七
七
C
)

と
九
種
の
敬
躍
法
を
あ
げ
、
五
腫
投
地
を
最
も
鄭
重
な
致
躍
の
方
法

五
盤
投
地
を
行
う
時
に
観
想
す
る
作
法
に
つ
い
て

(
7〕

傍
足
穫
で
あ

と
し
て
述
べ
る
。

は
、
『
離
垢
慧
菩
薩
所
間
櫨
崩
御
法
経
』

に
記
述
さ
れ
、

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
初
め
に
右
膝
を

決
に
左
膝
を
、

績
い
て

右
肘
と
左
肘
と
を
地
に
着
け
、
二
掌
を
箭
ベ
て
額
を
過
ぎ
、
空
を
承
(
8〉

け
て
傍
足
に
接
す
る
よ
う
に
観
念
し
、
最
後
に
頭
を
地
に
着
け
る
し

と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
激
し
く
鐙
や
頭
を
地
に
打
ち
つ
け
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
支
謙
に
よ
っ
て
、
三
世
紀
中
頃
に
課
出
さ
れ
た
守
党
摩

漁
経
』
に
は
、



郎
輿
正
五
鱒
投
地
。
=
一
頓
首
日
、
蹄
傍
曲
師
法
措
帥
命
聖
衆
。

(
『
大
正
競
』
巻
て
八
八
四
c
)

と
五
鰹
投
地
の
後
、
一
二
賓
に
濁
し
て
「
頓
首
」
し
て
蹄
依
を
誓
う
と

い
う
記
鳴
か
あ
る
。

頓
首
は
、
『
周
躍
』
春
官
、
大
統
に

弊
九
奔
、
稽
首
、
頓
首
、
空
首
、
振
動
、
吉
奔
、
凶
奔
、
奇

奔
、
褒
奔
、
粛
奔
。

あ
る
九
穫
の
奔
穫
法
の
一
つ
で
あ
る
。
鄭
玄
の
注
に
よ
れ
ば
、
頓
首

は
「
頓
首
、
奔
首
叩
地
也
。
」
と
あ
る
。
こ
の
奔
越
は
、
頭
額
で
地
を

叩
く
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
脆
座
し
て
か
ら
大
地
に
頭
を

《

Q
M
》

打
ち
付
け
る
方
法
は
、
時
代
に
よ
っ
て
少
し
づ
っ
抽
選
い
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
五
盤
投
地
と
は
別
の
所
作
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。

五
鰹
投
地
の
奔
法
自
身
に
は
、
自
己
の
肉
慢
を
苛
む
と
い
う
意
味

は
な
か
っ
た
。
道
宣
の
『
稗
門
輯
岡
敬
儀
L

巻
下
に
、

亦
云
五
睡
眠
投
地
者
、
地
持
亦
云
嘗
五
輪
車
骨
地
而
作
撞
也
。
阿
含

云
、
二
肘
二
膝
弁
頂
名
第
五
輪
、
輪
第
国
相
、
五
庭
皆
園
。
今

有
焚
借
艦
奔
者
、
多
察
衣
露
膝
、
先
下
至
地
然
後
肘
按
地
、
雨

掌
承
空
示
有
接
足
之
相
。

(
『
大
正
競
』
巻
四
五
、
八
六
一
一
一
b
〉

〈
五
鐙
投
地
・
如
太
山
嵐
〉
考

と
あ
り
、
俳
数
者
が
本
来
の
五
樫
投
地
の
意
味
を
充
分
理
解
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

従
前
の
研
究
で
、
自
撲
と
五
鐙
投
地
を
結
び
付
け
る
資
料
と
し

て
、
惰
・
費
長
房
が
関
皇
十
七
年
〈
五
九
七
)
に
撰
集
し
た
一
切
経

目
録
の
『
歴
代
三
賓
紀
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
巻
一
一
一
の
で
白
察
経
』

の
解
説
に
は
、

占
察
経
二
巻
。

右
一
部
二
袋
、
検
群
録
無
目
、
而
経
首
題
一
五
、
菩
提
登
在
外
園

誇
、
似
近
代
出
妄
注
。
今
諸
裁
内
並
寓
流
俸
。
而
庚
州
有
一
借

行
塔
俄
法
、
以
皮
作
二
枚
帖
子
、
一
書
善
字
、
一
書
窓
字
、
令

人
擬
之
、
得
善
者
好
、
得
悪
者
不
好
。
叉
行
自
撲
法
以
滅
罪
、

而
男
女
合
雑
。
青
州
亦
一
有
居
士
、
同
行
此
法
。
関
皇
十
三
年
、

有
人
生
白
贋
州
官
司
一
去
、
其
且
疋
妖
。
宮
司
推
問
、
茶
人
引
詮
一
去
、

塔
機
法
依
占
察
経
、
自
撲
法
依
諸
経
中
到
間
割
姻
刺
対
出
劇
。

(
傍
線
は
論
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
、
『
大
正
蔵
』
巻
四
九
、
一

O
六
c
〉

、O
〆

と
あ
り
、
他
書
に
も
同
じ
内
容
の
記
述
が
み
ら
れ
出
品
贋
州
の
借
が

に
よ
る
塔
織
法
な
る
占
術
と
、
男
女
が
合
雑
し
て
行
う

『
占
察
経
』

自
撲
法
を
修
し
、

ま
た
青
州
で
も
同
じ
行
法
が
、
あ
る
居
士
に
よ
っ

五
七



〈
五
盤
投
地
・
如
太
山
鼠
〉
考

で
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
邪
教
親
さ
れ
官
憲
に
よ
り
調
査
さ
れ
三
事
件

は
、
開
皇
十
三
年
(
五
九
三
)
に
護
費
し
た
。
こ
れ
は
『
歴
代
三
賓

紀
』
の
編
纂
の
数
年
前
で
あ
り
、
記
述
は
か
な
り
信
頼
が
お
け
る
。

『
占
察
経
』
(
『
大
正
蕨
』
巻
一
七
に
牧
め
ら
れ
る
『
占
察
善
悪
業
報
経
』

に
栴
嘗
〉
は
、

地
蔵
信
仰
を
核
に
「
木
輸
相
」
な
る
占
法
に
つ
い
て

説
い
て
い
る
が
、
中
関
撰
述
の
疑
僑
経
典
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
よ

り
、
塔
俄
法
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
中
圏
西
叩
士
数
で
は
取

(ロ}

り
入
れ
ら
れ
た
σ

こ
の
経
の
本
文
に
は
、
自
撲
や
五
鰻
投
地
に
つ
い

て
は
鰯
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
『
歴
代
三
賓
紀
』
記
載
の
占
術
も
、
こ

の
経
の
木
輸
相
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。
さ
て
、
『
歴
代
三
賓
紀
』
記

載
の
官
吏
へ
の
返
答
は
、
「
塔
機
法
は
『
占
察
経
』
に
よ
り
、
自
撲

法
は
諸
経
中
の
五
鐙
投
地
如
太
山
嵐
に
よ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
撲
は
単
な
る
五
睡
眠
投
地
で
は
な
く
「
太
山
溺
れ
る
が
如
き
」

五
鰹
投
地
で
あ
る
、
と
回
答
者
は
い
っ
て
い
る
。
普
通
の
五
健
投
地

と
は
別
に
、
如
太
山
崩
と
形
容
さ
れ
る
行
法
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
た
方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

五
八

史
料
に
み
る
太
山
嵐

決
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
間
隔
経
で
は
な
い
初
期
の
漢
誇
経
典
今
併

所
行
讃
L

〉
に
は
、
併
足
躍
を
山
の
粉
砕
に
喰
え
た
例
が
み
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
に
既
に
山
崩
れ
に
形
容
さ
れ
る
奔
法
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
奔
穫
は
餓
悔
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
遡
れ
る
限
り

の
原
典
と
比
較
し
て
み
て
も
、
太
山
と
い
う
固
有
名
詞
に
直
接
叫
到
底

す
る
言
葉
は
見
い
だ
せ
な
い
。
い
っ
た
い
何
故
に
太
山
に
喰
え
ら
れ

る
の
か
。
大
き
な
山
が
腐
れ
る
こ
と
を
太
山
に
あ
て
て
中
図
的
表
現

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
現
寅
に
あ
る
山
東
省
の
泰
山
と
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

泰
山
は
、
奇
岩
と
奇
松
と
念
流
と
に
富
み
、
崩
隅
々
巌
々
と
し
た
山

容
を
誇
る
名
山
で
あ
る
ば
か
り
か
、
『
易
経
』

の
卦

の

「
地
天
泰
」

に
説
く
よ
う
に
「
天
地
交
わ
り
て
蔦
物
通
ず
る
」
所
で
あ
っ
た
。
中

園
の
統
一
者
の
天
子
が
「
封
穂
」
の
祭
り
を
行
う
場
所
で
あ
り
、

ま

た
紳
仙
設
や
不
老
長
生
思
想
と
も
深
い
関
係
を
も
っ
山
で
あ
っ
た
。

や
「
泰
山
地
獄
L

(
臼
)

く
所
だ
と
い
う
信
仰
も
あ
っ
た
。

の
よ
う
な
死
者
の
な
お
も

更
に
、
「
泰
山
府
君
」



孔
子
が
自
分
の
死
期
を
さ
と
っ
て
言
っ
た
と
俸
え
ら
れ
る
「
泰
山

其
類
乎
、
梁
木
其
壊
乎
、
哲
人
其
萎
乎
」
ハ
『
強

E
檀
弓
与
を
は
じ

め
、
多
く
の
成
句
が
一
示
す
よ
う
に
、
一
般
的
に
は
崩
れ
な
い
も
の
の

象
徴
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
緯
書
の
一
種
で
あ
る
『
洛
書
摘
六
降
』
に

は
、
「
太
白
守
心
、
太
山
嵐
、
後
九
年
大
飢
」
と
い
う
侠
文
が
残
さ

れ
る
。
太
山
が
崩
れ
る
こ
と
は
、
九
年
開
も
飢
僅
み
ま
わ
れ
る
災
呉

の
徴
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。

観
念
的
に
は
不
動
・
不
擦
で
あ
っ
て
も
、
現
寅
に
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。
歴
史
書
を
検
索
し
て
み
る
と
、
数
例
の
泰
山
の
崩
壊
の
記

述
が
見
い
だ
せ
る

0
2日
書
』
巻
二
九
、
五
行
下
に
は
、

四
年
七
月
、
泰
山
尉
墜
三
塁
。
京
房
易
停
目
、
「
自
上
下
者
鋳

山
腕
、
蕨
磨
泰
山
之
石
田
隅
而
下
、
聖
主
受
命
人
君
虜
」
、
及
一
帝
長

駕
、
而
緑
去
王
室
、
恵
皇
儒
弱
、
懐
-
感
二
一
帝
一
倶
厚
虜
庭
、
論

菅
於
北
、
一
克
一
帝
中
輿
於
南
、
此
其
膝
也
。

と
あ
る
。
こ
の
泰
始
四
年
(
二
六
八
〉
七
月
の
地
震
に
よ
る
泰
山
崩

壊
の
記
録
は
、
『
朱
書
』
晶
哲
三
四
、
五
行
五
に
も
-
記
述
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
、
太
行
山
も
溺
れ
た
よ
う
で
、
雨
書
と
も
「
貌
元
脅
威

此
貌
亡
之
徴
也
。

其
冬
、

照
二
年
(
二
六
五
)
二
月
、

太
行
山
山
閥
、

〈
五
鐘
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

ゃ
、
「
武
帝
泰
始
三
年
(
二
五
七
)
一
一
一
月
戊
午
、

(
『
宋
書
』
で
は
太
行
山
)
山
尉
。
」
と
記
述
す
る
。
群
議
地
震
の
一
つ
の

耳
日
有
天
下
。
」

大
石

た
め
に
泰
山
は
溺
れ
た
。

そ
れ
よ
り
約
二
百
五
十
年
後
、
ま
た
も
や
地
震
に
よ
る
嵐
壌
は
繰

り
返
さ
れ
た
。
『
貌
童
問
』
巻
一
一
一
一
上
、
霊
徴
士
山
上
に
よ
れ
ば
、
且
忠

明
一
克
年
(
五
O
O
)
の
太
陰
山
、
同
四
年
(
五
O
一
ニ
)
と
正
始
元
年
(
五

O
四
)
の
恒
山
の
崩
壊
に
績
き
、
永
卒
四
年
(
五
一
一
〉
か
ら
太
行
山

脈
沿
い
に
は
群
護
地
震
が
愛
生
し
、
延
日
田
三
年
(
五
一
四
)
に
は
、

延
昌
三
年
八
月
辛
己
、
究
州
上
言
、
「
泰
山
崩
、
類
石
湧
泉
十

七
慮
。
」
泰
山
、
一
帝
王
告
成
封
潤
之
所
也
、
而
山
山
朋
泉
湧
、
陽

瓢
而
陰
盛
、
岱
叉
斉
地
也
。
天
意
若
日
、
受
】
擁
護
者
。
湾
代
貌

之
徴
也
。

と
泰
山
の
崩
壊
の
記
事
を
載
せ
る
。

観
念
的
に
は
崩
壊
す
べ
き
で
な
い
山
の
泰
山
で
あ
っ
て
も
、
現
寅

の
地
震
で
は
崩
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
も
蛍
時
の
人
々
は
、
こ

れ
を
自
然
現
象
と
し
て
で
は
な
く
、
天
の
く
だ
す
災
異
と
感
じ
て
い

た
。
し
か
も
、
う
ち
績
く
群
護
地
震
と
相
俊
っ
て
、
人
間
や
農
作
物

の
損
害
も
か
な
り
甚
大
で
あ
っ
た
。
人
々
は
恐
怖
を
懐
く
と
と
も

五
九



〈
五
鐙
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

に
、
厭
世
的
感
情
や
、
現
扶
の
改
愛
を
希
求
す
る
願
撃
を
持
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
天
地
崩
壊
の
前
兆
と
い
う
、
あ
る
種
の
こ

の
世
の
終
末
を
務
感
し
た
の
で
は
な
い
か
。

泰
山
が
出
刷
れ
れ
ば
、
冥
界
と
の
出
入
口
も
壊
れ
る
こ
と
に
な
り
、

忌
む
べ
き
者
ど
も
が
現
世
へ
流
入
し
て
く
る
と
い
う
信
仰
も
あ
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
敦
爆
出
土
の
非
常
に
短
い
経
典
の
『
勤
諮
問
経
』
に
、

震
太
山
崩
、
要
女
人
高
高
衆
、
須
片
蔦
蔦
願
、
著
病
者
難
差

(
『
大
正
蔵
』
巻
八
五
、

一
四
六
三

a
〉

と
い
う
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
経
の
敦
燥
経
は
三
十
黙

近
く
に
の
ぼ
り
、
寅
際
は
一
種
の
厄
除
け
の
護
符
で
あ
っ
た
と
い
わ
(
げ
)

れ
、
ベ
リ
オ
本
に
は
貞
一
万
十
九
年
(
八
O
一
ニ
〉
の
日
付
が
記
さ
れ
る
。

護
符
と
い
う
性
格
上
、
「
太
山
崩
」
の
こ
こ
で
の
意
味
は
分
か
り
難

か一
ま
た
、
同
様
な
信
仰
基
盤
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
、
『
併
園
業
所
化

経
』
と
い
う
僑
経
が
あ
る
。
こ
の
経
も
、
疫
病
除
け
の
護
符
と
し
て

民
関
に
用
い
ら
れ
た
。
佐
藤
智
水
氏
の
誇
に
よ
れ
ば
、
〔
和
卒
四
年

(
四
六
一
二
〉
に
九
節
の
杖
を
持
っ
た
併
国
栄
と
い
う
老
人
が
、
「
泰
山

の
東
門
が
崩
れ
た
た
め
、
泰
山
で
は
(
泰
山
の
紳
が
)
鬼
卒
千
九
寓
人

ノ、。

(
?
)
に
赤
い
棒
と
赤
い
縄
を
持
た
せ
て
こ
の
世
に
遣
わ
し
、
こ
の
世

の
九
高
男
女
三
十
菌
人
(
?
)
を
捕
ま
え
て
、

こ
き
使
お
う
と
し
て
お
る
し
、

東
門
の
修
復
工
事
に

ま
た
十
千
九
高
人
の
女
た
ち
に
は

(
鬼
た
も
の
)
抱
襖
の
を
繕
わ
せ
よ
う
と
も
く
ろ
ん
で
お
る
。

だ
か
ら

こ
の
世
で
は
こ
れ
か
ら
毒
腫
の
病
が
流
行
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
病

気
は
擢
る
と
十
人
の
う
ち
九
人
は
死
ぬ
と
い
う
疫
病
で
、
〈
家
柄
な
ど

に
関
係
な
く
〉
ど
ん
な
家
に
も
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
ぞ
。
」
と
告
げ
、

そ
の
難
か
ら
逃
れ
る
方
法
を
教
え
石
町
〕
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
の
解
穣
か
ら
『
勧
善
経
』
の
文
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
泰
山
に

あ
る
冥
界
の
出
入
口
の
段
損
に
よ
り
、
多
く
の
人
聞
や
家
畜
が
疫
病

に
お
か
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
地
震
に
よ

る
山
崩
れ
の
災
害
は
、
衛
生
朕
態
の
悪
化
を
招
き
、
疫
病
の
蔓
延
の

原
因
に
も
な
っ
た
、
と
い
う
現
賓
の
紋
況
を
踏
ま
え
た
民
間
信
仰
が

流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

如
太
山
嵐
に
つ
い
て

前
章
で
史
書
に
記
録
さ
れ
た
泰
山
崩
れ
と
、
そ
れ
を
背
景
に
し
た

と
思
わ
れ
る
民
関
に
流
布
し
た
偽
綬
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
だ
け



で
は
「
如
太
山
崩
」

を
完
全
に
は
明
確
に
で
き
な
い
。

以
下
に

「
如
太
山
崩
」
と
形
容
さ
れ
る
行
震
を
文
献
か
ら
拾
い
上
げ
た
い
。

〈
投
身
併
足
躍
〉

紀
元
一
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
の
傍
数
詩
人
の
馬
鳴
が
作
っ
た
傍
陀
生

渡
の
宮
廷
絞
事
詩
を
、
曇
無
識
が
玄
始
二
一

1
十
五
年
(
四
一
四
l
四
二

六
〉
に
謹
押
し
た
「
傍
所
行
讃
』
巻
四
に
は
、
「
酔
象
が
シ
ャ
カ
・
ム
ニ

を
襲
お
う
と
し
た
が
、
そ
の
威
巌
に
よ
っ
て
酔
い
を
醒
ま
し
ひ
れ
伏

し
た
に
と
い
う
記
述
が

酔
象
奮
狂
怒
、
見
併
心
則
陸
、
投
身
薩
俳
足
、
猪
如
太
山
山
刷
。

(
『
大
正
蔵
』
巻
四
、
四
一

a
)

と
書
か
れ
る
。
こ
の
部
分
に
相
蛍
す
る
で
あ
ろ
う
『
プ
ッ
ダ
チ
ャ
リ

タ
』
に
は
か
く
て
か
の
憤
怒
せ
る
象
は
近
づ
い
て
き
た
が
、
牟
尼
の
威
力

に
よ
っ
て
正
気
に
蹄
り
、
青
黒
い
山
が
雷
電
に
よ
っ
て
粉
砕
さ

れ
た
よ
う
に
、
障
は
類
れ
頭
は
垂
れ
た
。

(
講
談
社
『
原
始
併
典
L

巻一

O
、
二
四
四
真
、
第
一
二
章
五
二
偲
〉

と
あ
り
、
「
書
円
里
山
い
山
」
が
と
漢
詩
さ
れ
た
。
象
が

E
穫

を
大
地
に
山
腕
ず
し
、
頭
を
着
地
す
る
艦
奔
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

「
太
山
」

〈
五
鐙
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

〈
自
殺
(
子
)
地
〉

梁
の
武
一
帝
の
命
に
よ
り
傍
受
等
が
作
成
し
た
も
の
を
、
更
に
由
民
唱

等
が
編
纂
し
、
梁
・
天
監
十
五
年
(
五
二
ハ
〉
に
出
来
上
が
っ
た
、

経
律
等
に
散
見
す
る
異
相
の
蒐
録
で
あ
る
『
経
律
異
相
』
虫
色
一
六
に

は
、
『
護
口
一
経
』
を
引
い
て

是
時
餓
鬼
、
設
此
語
己

溺
、
天
翻
地
覆
、
・

血
苧
聾
四
時
突
、

自
投
子
地
、
如
釜
山

(
『
大
正
寂
』
巻
五
一
二
、
八
七
a
)

と
あ
る
。
こ
の
記
載
は
、
願
足
阿
羅
漢
が
餓
鬼
を
教
化
し
、
餓
鬼
が

敬
躍
す
る
姿
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
前
後
の
「
奉
聾
時
忠
人
」

や
「
天
翻
地
覆
」
の
語
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
物
静
か
な
櫨
奔
で
は

な
L『
経
律
異
相
』
よ
り
以
前
、
三
世
紀
後
半
に
竺
法
護
が
課
し
、

承
遠
が
整
文
し
た
『
超
日
明
三
味
経
』
巻
下
に
は
、

有
一
太
子
最
後
得
策
、
窮
久
下
第
乃
得
作
併
、
則
時
愁
感
不
能 嘉

白
勝
、
使
自
投
身
、
如
太
山
樹
、
五
日
身
云
何
最
後
作
成
。
傍
告

之
呂
、
勿
得
憂
感
、
道
無
有
限
亦
無
遠
近
、
能
分
別
解
空
之

(
『
大
正
毅
』
巻
一
五
、
五
四
一
二
C
)

慧
、
使
在
前
耳
。

と
あ
る
。
五
輪
は
ど
の
様
に
接
地
し
た
か
解
ら
な
い
が
、
大
地
に
倒

ム

ノ、



〈
五
位
投
地
・
如
太
山
嵐
〉
考

れ
込
む
櫨
奔
が

ゆ心。

「
如
太
山
溺
」

と
形
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

ま
た
、
太
卒
員
君
六
年
(
四
四
五
〉
に
慧
(
徳

γ
曇
(
島
国
)
に
よ
っ

て
課
さ
れ
た
『
賢
愚
経
』
巻
一
、
党
天
請
法
六
事
品
第
一
に
は
、

時
主
報
目
、
汝
等
諸
人
、
慎
勿
却
我
無
上
道
心
、
五
回
以
是
事
誓

求
作
仰
、
後
成
悌
時
、
必
先
度
汝
、
是
時
衆
人
、
見
王
意
正
、

時
叩
央
懐
悩
、
自
投
於
地
、

王
一
意
不
改
、
語
婆
羅
門
、
今
可
刻
身

衆
禽
見
己
、
絶
而
復
蘇
、
以
身
投

(
『
大
正
競
』
巻
四
、
三
四
九
c
〉

と
あ
る街地|而
。)、~，

l 川

如|千
大1:燈
山|、

縄各
著
脂
位、

こ
れ
ら
の
文
章
は
、
蛍
然
レ
ト
リ
ヅ
グ
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る

面
は
あ
ろ
う
が
、
誇
出
嘗
時
の
僻
教
徒
の
儀
穫
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

〈
奉
身
自
撲
〉

五
世
紀
以
前
に
は
誇
さ
れ
、
後
に
中
園
人
の
好
む
孝
子
誇
な
り
、

二
十
四
孝
の
一
人
に
ま
で
加
え
ら
れ
た
朕
子
の
本
生
を
説
く
『
併
設

菩
薩
依
子
経
』
で
は
、

我
罪
悪
無
敗
、
入
山
射
獄
、
見
水
浸
有
群
鹿
、
引
弓
射
之
、
箭

ム

ノ、

誤
中
道
人
子
、
阪
身
被
毒
箭
甚
痛
、
故
来
語
二
道
人
、
父
母
関

之
、
劉
身
劃
開
制
対
刷
出
刷
、
地
震
震
動
、

今
大
正
蔵
L

巻
三
、
四
三
七
c
)

と
あ
る
。
絞
子
は
、
父
母
の
眼
病
を
治
す
た
め
蕗
衣
を
着
て
山
に
入

り
、
鹿
乳
を
採
ろ
う
と
し
て
誤
っ
て
射
殺
さ
れ
た
。
そ
の
死
を
知
っ

て
、
嘆
き
悲
し
む
父
母
は
「
身
を
奉
げ
て
白
撲
す
る
こ
と
、
太
山
崩

れ
る
が
如
し
」
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
る
。
近
親
の
死
に
削
到
す
る
激

(
担
)

情
の
行
篤
と
し
て
-
記
さ
れ
て
い
る
。

上
記
は
、
悲
嘆
の
極
み
を
表
し
た
自
撲
で
あ
る
が
、
自
撲
と
織
悔

を
結
び
付
け
た
記
載
で
は
、
唐
・
善
導
が
七
世
紀
中
頃
に
著
し
た

『
観
念
法
門
』
に
、

入
塔
於
傍
像
前
自
撲
機
悔
、
如
太
山
崩
、
腕
轄
於
地
、
続
突
向

併
、
日
夜
相
績
、
至
死
揖
周
期
。
(
『
大
正
蔵
』
径
四
七
、
二
九
a
l
b
〉

と
あ
る
。

〈
鴛
地
〉
唐
-
道
世
に
よ
っ
て
、

総
章
一
五
年
(
六
六
八
)
に
撰
さ
れ
た

『法

苑
珠
林
』
巻
八
十
に
、



時
諸
禽
獣
皆
随
太
子
還
至
雨
児
戯
慮
競
呼
自
撲
。
・
:
妃
関
感

激
震
地
而
倒
、
如
太
山
山
閥
、
宛
蒋
暗
突
市
不
可
止
。

(
『
大
正
磁
』
巻
五
三
、
八
八
一

b
〕

と
、
自
撲
と
と
も
に
太
山
山
腕
る
る
が
如
き
「
費
地
」
と
い
う
行
震
が

書
か
れ
る
。

ま
た
、
同
様
な
行
盛
岡
は
、
『
蓄
雑
母
国
機
経
』
巻
下
に
、

摩
詞
目
縫
濯
、
開
設
是
事
、
身
郎
建
地
、
如
太
山
崩
、
血
争
麓
大

突
、
我
憶
知
係
、
有
是
功
徳
、
今
方
如
此
。

(
『
大
正
蔵
』
巻
回
、
五
一
九
C

〉

と
あ
る
。

こ
の
経
は
、
『
関
一
元
録
』

に
よ
れ
ば
康
信
舎
に
よ
り
太
玄

こ
の
誇
出
年
代
は
疑
問

元
年
(
二
五
一
)
に
謬
押
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

(

明

帥

}

が
あ
る
。

「
地
に
た
お
れ
る
」
と
い
う
意
味

(
お
)

で
、
過
激
な
行
魚
を
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

〈
五
腫
投
地
〉

併
陀
政
陀
羅
に
よ
り
、
東
菅
の
隆
安
二
年
J
永
初
三
年
(
三
六

八
J
四
二
一
)
に
誇
出
さ
れ
、
併
を
観
じ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、

摩
地
は

併
を
念
じ
る
に
は
如
何

に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
説
く
『
観
併
三
味
海
経
』
に
は
、
以
下
の
よ

〈
五
種
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

う
な
記
載
、
が
あ
る
。

① 
巻
誰
有
智
者
、

多

諸

方

便

、

設

命

全

済

、

於

彼

人

所
、
無
所
懐
情
、
作
且
疋
思
惟
己
、
如
太
山
嵐
、
五
健
投
地
、
競

泣
雨
涙
、
合
掌
向
傍
、
讃
歎
如
来
種
種
徳
行
、
作
是
讃
己
、
詩

機

悔

法

。

(

『

大

正

競

』

巻

一

五

、

六

五

五

b
)

能
救
我
命
、

②
巻
三今
併
現
世
沙
門
大
衆
一
切
雲
集
、
汝
蛍
向
諸
大
衆
衆
借
、
夜
露

悔
過
、
随
順
俳
語
、
俄
悔
諸
罪
、
併
法
衆
中
、
五
鐙
投
地
、
如

太
山
嵐
、
向
併
機
悔
、
心
眼
得
開
。
(
六
六
O
c
)

③
巻
三比
丘
見
己
、
讃
歎
併
言
、
世
辱
甚
奇
特
、
但
於
胸
字
、
読
無
量

義
、
何
況
併
心
所
有
功
徳
、
設
是
語
己
、
向
併
機
悔
、
五
睡
眠
投

判
州
対
山
劇
、
悲
続
雨
泣
、
制
割
併
暗
突
。
(
六
六
一

b
)

④
晶
官
九如
来
在
世
光
明
色
身
、
輿
此
何
異
、
傍
大
人
相
、
願
除
我
罪
、

作
是
語
己
、
刺
対
出
刷
1
到
間
割
刷
、
機
悔
諸
罪
、
観
傍
屑

関
、
機
悔
因
縁
。

(
六
八
九
a
〉

/、
← 



〈
五
佳
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

ζ

の
記
述
は
、
併
に
向
か
っ
て
自
ら
の
罪
、
過
の
許
し
を
請
う
俄
悔
の

方
法
と
し
て
、
「
五
鐙
投
地
、
如
太
山
崩
」
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
れ
ば
、
曇
摩
蜜
多
が
元
嘉
十
八
年

(
四
四
一
)
に
誇
出
し
叫
)
『
潤
秘
一
安
法
経
』
巻
中
に
は
、

是
時
舎
中
有
一
比
丘
、
名
樟
難
提
、
於
深
踏
定
、
久
己
通
達
、
:
・

:
・
若
復
有
人
殺
生
邪
見
、
欲
修
正
念
、
嘗
云
何
減
邪
見
殺
生
悪

煩
悩
障
、
作
是
語
己
、
刺
刻
出
劇
1
記
聞
捌
刷
、
頂
薩
併
足
。

(
『
大
正
競
』
巻
一
豆
、
二
五
五
a
)

と
あ
り
、
そ
れ
を
引
く
唐
の
法
照
撰
の
『
滞
土
五
舎
念
併
諦
経
観
行

儀
』
巻
下
に
は
、

叉
穂
秘
要
経
設
、
:
:
:
欲
織
悔
者
、
蛍
云
何
除
滅
是
罪
、
読
此

五
健
投
地
、
頂
躍
傍
足
。

語
己
、
太
山
山
腕
、

(
『
大
正
競
』
巻
八
五
、

一
二
五
五
a
)

と
あ
る
。
こ
こ
の
記
述
も
機
悔
の
行
震
と
し
て
五
盤
投
地
で
あ
る
。

善
導
の
『
観
念
法
門
』
に
は
、

如
是
諸
人
、

若
能
餓
悔
、

身
心
不
息
、

五
健
投

日
夜
六
時
、

地
、
如
太
山
樹
、
競
泣
雨
涙
。

(
『
大
正
蔵
』
巻
四
七
、
二
九
b
〉

ノ、
四

と
あ
り
、
そ
の
弟
子
の
懐
感
が
湾
土
教
義
の
疑
問
貼
に
つ
い
て
、
問

答
鐙
で
答
え
た
著
作
の
『
棒
組
問
土
群
疑
論
』
巻
七
に
は
、

間
目
、
経
言
五
盤
投
地
、
求
哀
機
悔
。
未
知
機
悔
之
徒
、
或
多

自
撲
、
未
知
有
何
聖
数
。
若
五
僅
投
地
印
震
自
撲
法
者
、
賂
恐

此
四
押
浬
未
可
。
然
此
五
髄
言
、
何
妨
只
是
五
輪
着
地
、
頭
商
種

併
也
。
種
目
、
如
観
併
三
味
海
経
第
三
説
、
:
:
:
如
是
観
傍
色
身
、
所

見
不
問
、
不
得
見
傍
民
金
色
身
。
設
露
機
悔
、
機
悔
諸
罪
、
到

健
投
地
、
如
太
山
嵐
、
白
抜
頭
髪
、
翠
身
投
地
、
腕
鵜
自
撲
、

鼻
中
出
血
。
機
罪
治
滅
、
心
限
得
開
、
見
併
身
、
端
厳
微
妙
、

如
須
田
淵
山
、
光
顛
大
海
。
此
量
不
是
機
悔
経
文
自
撲
之
法
。

(
『
大
正
蕨
』
巻
四
七
、
七
六
c
)

と
あ
る
。
前
述
の
成
瀬
氏
論
文
に
よ
れ
ば
、
益
田
導
や
懐
感
な
ど
の
唐

代
の
湾
土
数
者
の
著
述
に
こ
れ
ら
が
み
え
る
の
は
、
日
常
の
生
活
に

追
わ
れ
る
民
衆
に
と
っ
て
も
、
修
し
易
く
質
感
を
と
も
な
う
た
め
、

機
悔
の
方
法
と
し
て
湾
土
数
徒
に
寅
践
さ
れ
て
い
た
を
示
す
と
い
う

(
お
)
カ

鹿
川
民
が
寅
際
に
行
う
に
し
て
は

か
な
り
激
烈
な
方
法
で
あ

る



ま
た
、
如
太
山
崩
の
五
陸
投
地
は
叶
慈
悲
道
場
機
法
』
に
も
し
ば

し
ば
記
述
さ
れ
、
巻
一
に
「
相
輿
人
人
等
一
痛
切
、
到
輯
捌
矧
刺
刻

山
山
腕
。
」
(
『
大
正
蔵
』
巻
四
五
、
九
二
五
a
)
と
あ
り
、
各
三
に
「
必
須

五
櫨
投
地
如
大
山
崩
。
此
一
云
不
惜
身
命
、
潟
滅
罪
因
縁
故
、
段
勤
督

関。」(九一一一一一一
a
)
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
他
に
「
五
鐙
投
地

稽
頼
求
亥
」
(
九
一
一
一
四
b
)
や

「
五
燈
投
地
断
惚
俄
悔
」
(
九
三
七
c
)

と
あ
る
の
と
同
様
に
、
機
悔
の
定
形
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〈
奉
身
投
地
〉

五
種
投
地
と
同
じ
一
意
味
を
も
っ
翠
身
投
地
は
、
後
漢
の
失
謬
経
典

の
『
大
方
便
傍
報
恩
経
』
巻
二
に
、

時
諸
夫
人
関
王
語
己
、
黙
然
不
封
、
心
悲
唄
喧
、
奉
韓
大
央
、

白
抜
頭
髪
、
抗
措
面
白
、
:
;
・
時
諸
太
子
、
関
是
語
己
、
奉
撃

肌
喚
、
驚
動
紳
紙
、
皐
身
投
地
、
如
太
山
崩
。

{
描
)

と
あ
る
。

(二一一四
a
)

ま
た
、
最
も
注
目
す
べ
き
資
料
は
、
惰
唐
代
の
意
識
を
反
映
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、

大
暦
十
二
年
(
七
七
七
)
に
明
瞭
に
よ
っ
て
剛
補

さ
れ
た
『
天
蓋
菩
薩
戒
疏
』
念
上
に
、

然
機
悔
法
、
有
其
三
品
、
上
品
機
者
、
奉
身
投
地
、
如
大
山
嵐
、

〈
五
鑓
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

毛
孔
流
血
、

中
品
機
者
、

白
露
所
犯
、

悲
泣
流
涙
、

下
口
問
機

者
、
随
師
口
言
、
陳
前
罪
答
。

(
『
大
正
蔵
』
念
四
O
、
五
八
二
b
)

と
あ
る
。
機
悔
の
中
で
最
上
な
の
は
、
「
奉
身
投
地
・
太
山
出
刷
れ
る

か
如
く
し
、
毛
孔
か
ら
血
が
流
れ
る
」
よ
う
な
方
法
と
す
る
。

〈
道
経
の
如
太
山
崩
〉

道
教
で
は
、
古
く
か
ら
神
々
へ
の
臆
罪
の
概
念
を
含
む
俄
悔
行
局

と
し
て
、
大
地
に
身
睦
を
ひ
れ
伏
し
頭
を
着
け
、
あ
る
い
は
打
ち
つ

け
る
儀
穫
は
存
在
し
た
。
如
泰
山
山
朋
と
形
容
さ
れ
る
の
は
、
『
太
上

洞
玄
室
賓
業
報
因
縁
経
』
〈
国
内

ωω
由
〉
巻
三
(
九
紙
)
に
は
、

今
日
道
場
大
衆
、
各
端
技
至
誠
、
於
我
御
前
、
夜
露
俄
悔
、
即
得

高
田
県
垂
閥
、
衆
聖
哀
憐
、
汝
等
九
租
以
来
、
無
量
罪
業
、
到
幽
岡

投
地
、
如
泰
山
山
胸
、
奔
諸
上
聖
、
寓
罪
消
滅
、

と
あ
る
。
先
粗
か
ら
の
罪
業
を
消
滅
す
る
た
め
の
機
悔
の
方
法
と
し

て
、
五
睡
眠
投
地
・
如
泰
山
崩
を
あ
げ
る
。
こ
の
行
信
用
は
、
悌
教
の
模

倣
と
し
て
起
こ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、

『
太
上
大
道
玉
清
経
』

〈
国
ペ

-
H
8
0
の
「
自
撲
」
に
閥

す
る
記
述
で
は
、
各
七
〈
一
四
紙
〉
に
、

六
五



〈
五
鐙
投
地
・
如
太
山
山
間
〉
考

爾
時
諸
戎
、
重
視
浮
雲
之
上
、
大
悲
天
隼
、
威
儀
侍
従
、
大
驚

恐
、
白
抜
頭
髪
、
悔
過
責
己
、
万
努
其
準
、
遍
燈
流
血
、
踊
身

創
関
川
剣
山
刷
、
観
此
希
有
、
求
欲
拾
限
、
焼
身
破
骨
、
以

震
供
養
、

と
あ
り
、
巻
一

O
(二
九
紙
)
に
、

爾
時
天
傘
、
説
此
経
己
、
五
百
外
道
、
相
葉
惟
等
、
悉
捨
邪

法
、
内
祖
求
友
、
従
道
出
家
、
欲
求
済
度
、
悔
遁
自
責
、
遍
鐙

血
流
、
抜
除
費
髪
、
如
鳥
鍛
閥
、
踊
身
自
撲
、
猶
如
山
嵐
、

と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
外
道
の
所
作
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
流
血

し
な
が
ら
の
激
し
い
機
悔
の
姿
を
「
猶
如
山
溺
」
と
す
る
の
は
、

「
如
太
山
尉
」
と
同
じ
行
震
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
幻
}

外
道
は
、
併
教
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
の

五

流
血
す
る
奔
法

山
が
溺
れ
る
よ
う
な
五
鐙
投
地
が
イ
γ
ド
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
自
虐
的
行
魚
に
よ
る
俄
悔
の
行
震
で
は
な
か
っ
た
。

し
、
如
太
山
崩
と
形
容
さ
れ
る
行
震
は
、
五
輪
が
ど
う
地
に
燭
れ
る

か
に
関
係
な
く
、
歓
喜
や
悲
嘆
、
或
い
は
機
悔
の
震
に
自
己
を
大
地

し
か

六
六

に
掛
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
穏
や
か
な
敬
雄
の
奔
法
で
は

な
く
、
自
虐
的
行
為
で
あ
っ
た
。
聾
を
あ
げ
て
泣
い
た
り
、
あ
る
い

は
髪
を
抜
き
地
を
轄
げ
ま
わ
る
行
震
は
、
投
地
の
際
に
同
時
に
行
わ

れ
た
。
資
料
の
誇
出
や
成
立
の
時
期
か
ら
考
え
れ
ば
、
早
い
時
期
か

ら
い
き
な
り
流
血
を
と
も
な
う
よ
う
な
過
激
な
奔
櫨
と
し
て
記
述
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
併
に
刑
判
す
る
歓
喜
や
、
死
に
削
到
す
る
悲

嘆
の
極
ま
っ
た
感
情
を
、

一
気
に
大
地
に
ひ
れ
伏
す
行
震
で
示
し
て

い
る
。
そ
れ
が
、
機
悔
の
意
味
で
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

五
世
紀
以
降
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
の

こ
の
種
の
行
震
だ
け
が
突
然
に
登
場
し
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
前
に
あ
っ
た
行
策
が
展
開
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
芳
自
知
有
犯
者
、

即
庭
自

融
問
悔
は
、
『
四
分
律
比
丘
戒
本
』
に

機
悔
」
(
守
大
正
綴
』
巻
二
二
、
四
七
七
C
)

と
あ
る
よ
う
に
、
犯
戒
に
封

し
過
非
を
悔
い
改
め
、
再
犯
を
し
な
い
こ
と
表
明
す
る
こ
と
に
あ
っ

〔
却
)
た
。
そ
れ
に
は
必
ず
し
も
肉
健
的
苦
痛
は
必
要
な
い
。
自
虐
性
を
備

え
た
減
悔
が
中
園
枇
舎
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
従
来
の
習
俗
に

類
似
す
る
一
行
震
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

俄
悔
の
苦
行
法
を
受
け
入
れ
る
素
地
と
し
て
、
中
園
固
有
の
停
統



的
種
法
を
想
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
健
を
大
地
に
投
げ
出
す
動

作
で
、
頭
額
を
強
ぐ
ぶ
つ
け
れ
ば
嘗
然
血
は
流
れ
る
。
こ
れ
は
、
頓

首
の
姿
で
あ
る
。
頓
首
は
、
ま
ず
脆
い
て
手
を
挟
し
て
、
胸
の
前
に

雨
手
を
重
ね
合
わ
せ
た
ま
ま
頭
を
下
ろ
し
、
頭
額
を
以
て
念
激
に
地

を
叩
く
奔
法
で
あ
る
。
こ
の
原
型
は
、
頭
額
を
物
に
激
突
さ
せ
て
自

殺
す
る
、
と
い
う
中
園
に
特
異
な
朝
日
俗
に
よ
る
。
こ
の
奔
は
も
と
も

と
凶
穫
に
用
い
ら
れ
、
近
親
や
主
長
の
死
に
あ
た
っ
て
、
盟
人
泣
悲
哀

し
て
頭
額
を
地
上
に
叩
撃
し
殉
死
を
園
る
と
い
う
動
作
を
象
徴
し
て

い
る
。
自
ら
の
死
を
以
て
罪
を
請
い
、
哀
訴
嘆
願
す
る
の
に
も
用
い

ら
れ
た
。
頓
首
の
語
は
後
に
死
罪
の
語
と
合
わ
せ
て
、
上
奏
文
の
末

尾
に
畏
敬
を
表
す
常
套
句
と
も
な
っ
た
が
、
身
を
殺
す
と
い
う
意
味

(
却
)

あ
い
は
そ
の
中
に
も
あ
る
。
頓
首
ハ
類
、
或
い
は
稽
類
と
も
い
う
)
は
、

後
漢
時
代
以
降
は
叩
頭
と
も
稽
さ
れ
長
く
存
績
し
た
。
ま
た
、
叩
頭

に
よ
り
流
血
す
る
事
例
は
、
『
史
記
』
巻
一
一
一
六
、

滑
稽
列
停
の
西

門
豹
俸
の
「
叩
頭
し
て
且
つ
破
り
、
額
血
は
地
に
流
れ
、
色
は
死
灰

(
叩
)

の
如
し
」
と
あ
る
様
に
、
史
書
の
中
に
は
し
ば
し
ば
現
れ
る
。

道
教
で
は
、
叩
頭
が
宗
教
的
奔
躍
で
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

く
つ
か
例
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
『
太
卒
経
』
八
回
J

円・

〈
五
鎧
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

「
叩
頭
自
持
而
時
鳴
、
:
:
:
」
、
谷
一

一
四
に
「
迎
醤
解
除
、
常
垂
悌
而
言
、
謝
過
於
天
、
自
縛
求
哀
、
明

頭
於
地
、
不
遊
瓦
石
泥
塗
之
中
、
親
得
令
父
母
卒
安
心
な
ど
の
記

ま
た
、
「
洞
玄
霊
皆
員
長
夜
之
府
九
幽
玉
置
明
員
科
』

HSω
〉

で
は
、
巻
一
一
一
に

載
が
あ
る
。

A

国
ペ
・
尽
き
〉
に
は
十
方
に
山
到
す
る
奔
穫
が
、

東
九
奔
言
、
・
:
:
・
畢
脱
巾
叩
頭
自
持
、
各
八
十
一
過
止
。

(
一
七
J
一
八
紙
)

次
南
向
三
奔
言
、
:
・
:
・
畢
叩
頭
捧
類
、
各
二
十
七
過
止
。

(
一
八
l
一
九
紙
)

決
西
向
七
奔
言
、
・
畢
剛
劃
自
簿
、
各
六
十
三
過
止
。(一
九
紙
)

決
北
向
五
奔
言
、
:
:
:
畢
叩
頭
持
頬
、
各
四
十
五
遁
止
。

(
一
九
l
二
O
紙〉

衣
東
北
向
一
奔
吾
一
品
一
回
、
:
:
:
畢
叩
頭
簿
類
、
各
九
過
止
。
(二

O
紙〉

次
向
東
南
一
一
拝
言
、
:
:
:
畢
叩
頭
持
頬
、
各
九
過
止
。

し、

(
一
二
紙
)

衣
向
西
南
一
一
芥
言
、
:
:
:
畢
叩
頭
持
頬
、
各
九
過
止
。

六
七



〈
五
鰻
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

(二
0
1一一一紙〉

次
向
西
北
一
奔
言
、
:
:
:
畢
叩
頭
持
頬
、
各
九
遁
止
。
(
一
三
紙
)

過次
止向
。上

方

十

奔
言

畢
叩|
頭|
自
縛

各

首
A 
十
ノL

会一二
l
一一一一一紙)

次
向
下
方
一
十
二
奔
言
、
:
:
:
畢
叩
頭
自
持
、
各
一
百
二
十
遁

止。

(二一二
l
二
四
紙
)

と
記
さ
れ
る
。
各
方
向
に
向
か
い
婦
命
を
誓
う
言
葉
を
言
い
柊
わ
っ

た
後
に
、
「
叩
一
鎖
自
捧
」
し
た
り
「
叩
頭
捧
頬
」
し
た
り
す
る
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
『
老
君
一
昔
話
誠
経
』
〈
出
ペ

-a品
〉
に
も
、

辰
巳
之
目
、
天
清
明
、
夜
半
北
向
悔
過
、
向
天
地
叩
頭
百
下
、

三
十
六
持
類
、
三
遁
三
百
下
、
以
篤
常
、

と
書
か
れ
る
。
各
方
向
へ
の
俄
悔
に
つ
い
て
は
、
陵
修
静
の
『
洞
玄

震
賓
五
感
文
』
八
回
同
・
H
N
出
∞
〉
の
塗
炭
粛
に
つ
い
て
の
記
述
に
、

三
一
克
塗
炭
策
、
:
:
:
法
於
露
地
立
壇
、
安
欄
格
、
競
人
皆
結
同

気
賢
者
、
悉
以
黄
土
泥
額
、
被
髪
繋
著
欄
格
、
反
手
自
持
、
日

中
街
髪
、
覆
臥
於
地
、
開
雨
脚
相
去
三
尺
、
叩
頭
機
謝
、
・

と
あ
る
。

」、守、↑ノ
/

そ
の
他
、
『
員
詰
』
〈
国
ペ
・

5
5〉
の
巻
一
回
に
「
陸
関
之
、
於
是

心
開
意
悟
、
因
叩
頭
自
薄
。
」
(
十
一
紙
)
や
、
巻
五
に
「
乃
叩
頭
流

血
、
沸
涙
交
蓮
、
悲
喜
自
持
、
就
之
諸
道
、
」
(
六
紙
〉
と
あ
り
、
後

者
は
叩
頭
に
よ
る
流
血
を
と
も
な
っ
た
記
載
で
あ
る
。
叩
頭
が
車
濁

で
も
宗
教
的
櫨
奔
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
室
胃
袋
五
に
「
叔
期
知
是
紳

人
、
因
奔
刑
制
刷
、
就
請
要
訣
、
」
(
十
紙
)
、
「
朝
朝
朝
奔
、
明
劇
求
乞

長
生
、
」
(
七
紙
)
、
巻
一
八
に
「
品
目
向
室
奔
叩
頭
詑
、
」
(
一
四
紙
〉
、
巻

一
O
に
「
併
手
叩
話
相
」
(
九
紙
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。

，品-
J、

と

め

ま

身
陸
を
痛
め
つ
け
な
が
ら
祈
り
、
罪
を
告
白
す
る
こ
と
は
、
組
制
到

者
の
赦
し
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
『
焚
摩
漁
経
』
の

五
鐙
投
地
の
後
、
三
賓
に
濁
し
て
「
頓
首
」
し
て
蹄
依
を
誓
う
と
い

う
記
述
は
、
五
檀
投
地
が
俸
統
的
種
奔
法
と
習
合
し
て
い
く
過
程
を

示
し
て
い
る
。
奔
法
は
時
代
と
と
も
に
よ
り
自
虐
性
を
強
め
、
頭
額

の
着
地
以
外
の
行
策
も
と
も
な
う
こ
と
と
な
る
。
大
地
を
蒋
げ
ま
わ

っ
た
り
、
髪
を
引
き
抜
く
行
震
を
も
含
む
過
激
な
行
策
へ
と
展
開
し

て
い
っ
た
。



常
な
ら
ざ
る
行
震
を
一
示
し
、
自
ら
の
身
樫
を
象
徴
的
な
供
儀
と
し

て
一
耐
る
姿
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
順
民
の
「
是
に
お
い
て
其
の
髪
を
菊

り
、
其
の
手
を
廊
し
て
、
身
を
以
て
犠
牲
と
潟
し
」
と
、
肢
の
湯
玉

が
皐
舷
に
際
し
て
天
に
祈
祷
し
た
故
事
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
一
明
髪
の

毛
を
ザ
ン
パ
ラ
に
し
た
り
、
援
損
す
る
こ
と
の
解
穣
は
多
岐
に
わ
た

る
山
上
記
の
故
事
は
、
罪
人
の
姿
を
と
り
、
照
罪
を
す
る
祈
願
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。

頓
首
や
叩
頭
と
い
っ
た
在
来
の
艦
法
が
、
併
教
や
道
数
の
奔
法
の

受
け
皿
と
な
っ
た
。
煩
罪
を
表
す
激
し
く
燈
を
打
ち
つ
け
る
行
震

が
、
道
併
双
方
の
機
悔
儀
躍
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
か
ら

す
れ
ば
、
自
撲
や
五
盤
投
地
・
如
太
山
法
は
、
「
叩
頭
・
自
簿
」
の

自
薄
か
ら
で
は
な
く
、
叩
頭
か
ら
設
展
し
た
も
の
と
い
う
一
面
を
持

つ
と
い
え
る
。

一
方
、
歴
史
上
の
災
害
や
、
そ
れ
を
背
景
に
し
た
信
仰
に
も

g
を

向
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
勧
善
経
』
や
『
併
園
業
所
化
経
』
の
記

述
を
、
如
太
山
山
腕
の
奔
穫
の
解
穣
に
直
接
は
用
い
る
こ
と
は
出
来
な

い
が
、
泰
山
が
冥
界
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
除
い
て
は
、

「
太
山
」

に
喰
え
ら
れ
る
べ
き
根
擦
が
見
い
だ
せ
な
い
。

天
地
崩
壊

〈
五
障
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

の
様
相
を
身
鐙
で
表
し
、
現
世
以
外
へ
も
自
己
の
願
い
や
機
悔
を
俸

え
る
こ
と
を
、
「
太
山
」
と
い
う
語
が
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

詮
(

1

)

犬
が
強
者
に
服
従
の
意
を
表
す
と
き
、
腹
を
上
に
向
け
叛
意
の
な
い

こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
霊
長
類
は
う
つ
伏
せ
た
朕
態
で
恭
敬
の
感
情
を

相
手
に
停
え
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
腹
這
い
に
な

っ
て
相
手
に
櫨
奔
す
る
の
は
、
人
類
に
共
通
す
る
最
上
の
挨
拶
の
方
法

で
、
五
鰻
投
地
も
そ
の
中
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

(

2

)

特
異
な
例
と
し
て
は
、
奈
良
・
東
大
寺
の
二
月
堂
修
二
曾
の
十
一
面

観
一
主
一
日
悔
過
で
行
わ
れ
る
五
僅
投
地
は
、
「
五
鎧
板
」
と
い
う
板
に
参
加

の
僧
侶
が
膝
を
激
し
く
打
ち
つ
け
、
大
き
な
音
を
出
す
方
法
が
あ
る
。

(
吉
田
一
彦
『
日
本
古
代
社
曾
と
傍
数
』
吉
川
弘
文
館
、
卒
成
七
年
、

二
二
二

l
二
二
七
頁
参
照
。
〉

(
3
〉
楊
聯
陸
「
道
教
之
自
持
興
俳
敬
之
自
撲
」
(
塚
本
博
士
頚
蕎
記
念

『
傍
敬
史
論
集
』
昭
和
三
十
六
年
)
参
照
。

(

4

)

楊
聯
陸
「
遁
敬
之
自
博
典
係
数
之
自
撲
補
論
」
(
中
央
研
究
院
歴

史
語
言
碗
究
所
集
刊
第
三
十
四
、
一
九
六
二
年
、
論
中
に
胡
適
の
論
評

を
載
せ
る
)
参
照
。

(

5

)

士
宮
岡
義
豊
「
自
縛
と
自
撲
に
つ
い
て
|
楊
聯
陸
数
授
の
論
設
に
ょ
せ

て
!
」
(
佐
藤
博
士
士
口
稀
記
念
可
憐
数
甲
似
想
論
叢
L

昭
和
四
十
七
年
、

『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
巻
二
に
再
録
、
本
稿
は
後
者
に
よ
っ
た
)
参
照
。

(

6

)

成
瀬
隆
純
「
中
園
浄
土
数
と
白
撲
機
侮
」
(
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
第

ノ、
九



〈
五
種
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

七
十
一
鋭
、
早
稲
田
大
皐
哲
皐
舎
、
昭
和
五
十
八
年
)
参
照
。

〈
7
)

五
鰹
投
地
が
傍
足
躍
で
あ
る
こ
と
は
、
普
践
の
員
言
「
オ
ン

b
p
F
ギ
ャ
タ
ハ
ナ
マ
ン
ナ
ノ
ウ
キ
ャ
ロ
ミ
。
缶
百
2凶目

官仲

EmEMU包
Z
B
ι
g
m
B
E
E
S
-」
が
、
「
我
は
一
切
如
来
の
み
足

に
演
躍
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
詮
明
で
き
る
。
高
橋
尚

夫
「
悉
曇
」
(
『
宗
皐
研
修
曾
紀
要
』
創
刊
鏡
、
員
言
宗
豊
山
波
、
卒
成

六
年
〉
参
照
。

(

8

)

願
我
右
膝
著
地
之
時
、
令
諸
衆
生
正
魔
道
。
願
我
左
膝
著
地
時
之
、

令
諸
衆
生
於
外
道
不
起
邪
見
、
悉
得
安
立
正
直
島
道
中
。
願
我
右
手
著
地

之
時
、
猶
如
世
辱
坐
金
剛
座
、
右
手
指
地
震
動
現
瑞
、
詮
大
菩
提
、
今

我
亦
爾
、
共
諸
衆
生
同
讃
費
道
。
願
我
左
手
著
地
之
時
、
令
諸
外
遭
難

調
伏
者
、
以
四
撮
法
而
掻
取
之
、
令
入
正
法
。
願
我
首
頂
蕃
地
之
時
、

令
諸
衆
生
離
僑
慢
心
、
悉
得
成
就
無
見
頂
相
。
(
『
大
正
蕨
』
巻
一
四
、

六
九
九
a
〉

(
9
〉
藤
野
岩
友
「
周
腫
九
奔
考
」
、
「
頓
首
考
」
(
『
中
園
の
文
皐
と
躍
俗
』

角
川
書
庖
、
昭
和
五
十
一
年
)
参
照
。

(

m

)

司
歴
代
三
賓
紀
』
自
身
は
、
経
録
と
し
て
問
題
貼
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
(
林
屋
友
次
郎
『
経
録
研
究
』
参
照
)
が
、
後
の
資
料
「
績
高
借

俸
』
巻
二
・
遼
摩
笈
多
俸
今
大
正
蔵
』
巻
五

O
、
四
三
五
C
)
、
『
大

唐
内
典
録
』
巻
五
(
『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
二
七
九
b
u
、
お
よ
び
可
開

一
万
四
拝
数
録
』
巻
七
(
『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
五
五
一

a
〉
に
「
占
察
経
』

と
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

(
日
)
牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
』
(
臨
川
書
応
・
復
刻
、
卒
成
元
年
)

サ

ラ。

七。

八

t
一
一
六
頁
参
照
。

(
ロ
〉
成
瀬
論
文
、
九
七

1
九
九
頁
参
照
。

(
内
同
)
酒
井
忠
夫
「
太
山
信
仰
の
研
究
」
(
『
史
潮
』
第
七
巻
二
説
、
昭
和
十

二
年
)
、
一
一
幅
永
光
司
『
道
教
思
想
史
研
究
』
〈
岩
波
書
底
、
卒
成
元
年
)
、

津
田
瑞
穂
『
中
閣
の
泰
山
』
(
講
談
枇
、
昭
和
五
十
七
年
〉
参
照
。

(

M

)

安
居
香
山
・
中
村
環
八
縞
『
重
修
縁
書
集
成
』
晶
笠
ハ
(
明
徳
出
版

社
、
昭
和
五
十
三
年
)
一
八
六
頁
。

(
日
)
佐
藤
智
水
「
北
貌
末
の
大
乗
の
乱
と
災
害
」
令
岡
山
大
皐
文
皐
部
紀

要
』
第
一
四
鋭
、
卒
成
二
年
〉
一
一
一
一
四
J
一
一
一
一
六
頁
参
照
。

(
v
m
)

「
泰
山
嵐
」
に
つ
い
て
の
史
書
の
記
録
は
、
こ
の
他
に
も
『
明
史
』

巻
三

O
、
五
行
三
と
、
巻
二
六
七
、
列
惇
一
五

O
に
み
え
る
。

(
ロ
)
牧
田
本
、
七
七
頁
参
加
問
。
『
大
正
競
』
は
ス
タ
イ
ン
本
〈
印
・
β
δ

に

依
っ
て
い
る
が
、
牧
田
本
は
ベ
リ
オ
本
(
戸
以
問
。
)
に
依
っ
て
い
る
。

牧
田
本
は
「
須
牛
高
高
頭
」
に
す
る
。
ま
た
、
小
笠
原
宣
秀
「
敦
燥
本

動
普
経
を
め
十
り
て
」
(
『
東
方
宗
教
』
第
二
二
銃
、
昭
和
三
十
八
年
)

参
照
。

(
刊
日
)
佐
藤
論
文
、
二
二
五
頁
か
ら
抜
粋
。

(
却
)
こ
の
様
な
歓
喜
に
満
ち
て
奔
麓
す
る
姿
は
、
『
経
律
異
相
』
巻
二
四

『
何
育
王
経
』
を
引
い
て
、
「
待
賓
頭
慮
、
輿
無
数
阿
羅
漢
随
従
闇
透
、

従
空
中
下
坐
第
一
座
、
関
衆
皆
起
、
見
賓
頭
虚
、
頭
髪
隠
白
、
額
皮
眉

毛
、
悉
合
覆
面
、
如
縁
盟
百
身
、
到
樹
捌
樹
、
障
賓
頭
慮
、
舌
祇
其
足
、

時
泣
読
備
讃
歎
、
賓
頭
虚
以
南
手
拳
眉
毛
、
.
」
(
『
大
正
蔵
』
巻
五

三
、
二
ニ
六

a
〉
と
述
べ
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
阿
育
王
が
ピ



Y
ズ
ル
辱
者
を
奔
躍
す
る
姿
で
あ
り
、
「
五
鐘
投
地
」
の
語
は
あ
る
が
、

「
如
太
山
賊
」
の
語
は
な
い
。

(
却
)
こ
の
部
分
に
相
賞
す
る
他
の
異
誇
資
料
の
『
菩
薩
木
行
経
』
上
(
『
大

正
競
』
各
=
一
、
一
一
一
一
一
b
)
に
は
、
該
嘗
す
る
語
句
は
な
い
。

(
匁
)
こ
の
経
の
他
の
二
本
の
異
誇
『
傍
読
政
子
経
』
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
語

句
「
父
母
開
之
奉
身
自
撲
、
如
太
山
樹
、
地
潟
大
動
、
」
令
大
正
綴
』

巻
三
、
四
四
一

b
と
四
四
一
二

a
t
b〉
と
記
述
さ
れ
る
。
し
か
し
、
『
南

偉
大
蔵
経
』
巻
一
一
一
八
、
小
部
経
典
二
ハ
、
お
よ
び
「
サ
l
マ
前
生
物

語
」
(
春
秋
社
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
』
拳
九
)
、
『
六
度
集
経
』
巻
五

今
大
正
蔵
』
巻
=
一
、
二
回
b
)
、
『
雑
賓
蔵
経
』
巻
一
令
大
正
毅
』
巻

図
、
四
四
八
b
〉
、
『
善
見
律
昆
婆
沙
』
巻
六
令
大
正
磁
』
巻
二
回
、

七
二
一
一
b
)、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
今
大
正
競
』
巻
五
一
、
八
八
一

b
)
に
は
該
嘗
文
は
無
い
。

(
忽
)
士
口
岡
論
文
、
一
二

O
頁
参
照
。
吉
岡
博
士
は
、
『
経
律
異
相
L

に
引

か
れ
る
同
経
の
文
と
の
関
係
か
ら
、
五
世
紀
に
は
通
行
し
て
い
た
と
論

じ
た
。

ハm
品
〉
足
掛
悌
三
味
海
経
』
巻
三
に
は
、
「
然
我
界
各
、
但
関
悌
聾
不
見
仰

形
、
毎
見
併
時
、
如
墨
象
脚
、
何
酷
之
甚
、
設
是
語
己
、
挙
手
推
胸
、

挽
泣
魁
刷
、
是
時
如
来
、
以
党
一
音
馨
、
猶
如
慈
父
安
慰
其
子
:
:
優
婆

夷
衆
中
、
見
描
脚
色
身
、
猶
如
襲
撃
者
、
郎
従
坐
起
、
合
掌
向
傍
、
雨
涙

鋭
突
、
悲
不
能
言
、
翠
手
拍
頭
、
剣
細
魁
叫
、
是
時
世
隼
、
見
走
事

巴
、
以
執
晶
君
百
襲
、
安
慰
諸
女
。
」
〈
『
大
正
競
』
巻
一
五
、
六
六
二

a
l

b
)
と
あ
り
、
『
大
方
便
偽
報
恩
経
』
巻
二
に
は
、
「
無
常
卒
至
、
老
病

〈
五
鰻
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

喪
亡
、
家
室
男
女
、
愁
毒
懐
悩
、
翠
聾
大
央
、
以
手
埴
胸
、
或
時
抜

髪
、
食
飲
灰
土
、
悶
紹
楚
地
、
持
幡
乗
車
、
情
叩
央
迭
之
。
」
(
『
大
正
蔵
』

各
三
、
二
ニ
ニ

a
)
と
あ
る
。

(
引
此
〉
吉
岡
論
文
、
二
九
頁
参
照
。

(
お
)
成
瀬
論
文
、
九
九
頁
参
照
。

(
お
)
ま
た
、
『
大
方
便
傍
報
恩
経
』
巻
五
に
は
「
王
言
、
有
婆
羅
門
、
従

遠
方
来
、
欲
乞
我
頭
、
我
己
許
之
、
夫
人
太
子
閲
語
己
、
血
苧
身
投
地
、

翠
麓
大
央
、
白
抜
頭
髪
、
裂
壊
衣
裳
、
而
作
是
言
、
大
玉
、
天
下
所

重
、
莫
若
己
身
、
一
去
何
今
日
、
難
捨
能
捨
、
持
用
施
人
。
」
(
大
正
競
』

袋
三
、
一
五

O
a
〉
と
、
翠
身
投
地
に
つ
い
て
の
記
湾
か
あ
る
。

(
幻
〉
山
田
俊
「
『
太
上
大
道
玉
清
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
宗
教
』

第
八
八
説
、
卒
成
八
年
)
参
照
。

(
叩
却
〉
山
田
利
明
「
道
教
に
お
け
る
策
法
の
成
立
L

(

『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗

教
と
文
佑
』
東
洋
大
皐
東
洋
皐
研
究
所
編
、
卒
成
六
年
)
一
二
三
二
頁
参

照。

(
m
m
)

藤
野
論
文
、
三
四
七
頁
参
照
。

(
初
)
藤
野
論
文
、
一
二
五
八
頁
参
照
。
藤
野
博
士
は
、
こ
の
他
に
「
頭
を
露

は
し
肉
祖
し
、
頓
頭
(
頓
首
)
し
て
血
を
流
す
」
(
『
風
俗
通
』
十
反
)
、

「
叩
頭
し
て
血
を
流
し
、
柾
朕
を
訴
言
す
」
(
『
後
漢
量
百
』
巻
五
八
、
虞

翻
俸
)
、
「
叩
頭
し
て
血
を
流
し
、

4
7

一
息
聞
と
並
に
す
。
」
(
『
呉
士
山
』
径
六

三
、
呉
範
俸
〉
、
「
恐
憧
し
て
頓
首
し
て
血
を
流
す
。
」
(
『
蓄
唐
書
』
巻

八
四
、
義
行
倹
俸
)
、
「
叩
頭
血
を
流
し
て
、
然
る
後
に
菟
か
る
る
こ
と

を
得
た
り
に
〈
『
北
史
』
巻
一
四
、
后
妃
惇
下
〉
の
用
例
を
示
さ
れ
る
。

七



〈
五
鐙
投
地
・
如
太
山
崩
〉
考

〈
紅
)
土
屋
日
日
明
「
後
漢
に
お
け
る
思
過
と
首
過
に
つ
い
て
」
(
『
道
教
文
化

へ
の
展
望
』
卒
河
出
版
社
、
一
九
九
四
年
〉
二
八

O
頁
参
照
。

(
M
M
)

大
形
徹
「
被
髪
考
」
(
『
東
方
宗
教
』
第
八
六
挽
、
卒
成
七
年
)
参

照。

〈
付
記
〉
史
書
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
二
階
堂
善
弘
氏
(
早
稲
田
大
皐
大
皐

院
)
の
協
力
で
、
イ
Y
タ
l
ヰ
ッ
ト
を
使
い
蔓
湾
・
中
央
研
究
院
か

ら
情
報
を
得
た
。

七
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